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2015年度 

   電気の使い方と契約について 

主婦連合会 住宅部 

    ２０１６年３月　 





２０１１年３月１１日に発生した東日本大震災では、多くの市民生活が破壊され
自然の脅威を目の当たりにして、誰もが立ちすくむような体験をしました。 

なかでも「福島第一原子力発電所」の事故では計り知れない被害に呆然とすると
ともに、電力について様々な意見が出され、電力自由化拡大が大きな声となって、
２０１６年４月１日から電力の小売全面自由化が始まることになりました。 
参入する企業も２００社を超え、需要家取り込みのための宣伝、広告が激しく
なっています。 
その事業形態は、通信機器や石油業界など企業どうしが組んだり、交通機関が 
電車運賃とセットにしたりと様々です。そしてセット料金はそれぞれの企業が 
契約期間を設けるなど、契約上の懸念があり、消費者は注意する必要があります。 

自由化によって電気料金は今までより安くなるのでしょうか、スタートは安い場
合も将来はわかりません。すでに自由化している国々では参入する企業が多すぎ
て選択が難しいことや、料金が安くなっていないこと等が報告されています。 

私達は電力会社を選ぶ前に、現在、我家の電力会社との契約はどうなっているの
か、使用量と単価、支払料金はどの程度なのかを知ることが必要だと考え、調査
をいたしました。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２０１６年３月 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主婦連合会 住宅部 
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はじめに 



調査概要　 
1.  調査時期　：２０１６年２月	
 
2.  調査対象　：主婦連合会会員及び一般消費者	
 
3.  調査内容　：２０１６年１月「電気使用量のお知らせ」による	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 契約種別、契約アンペア数、使用電力量、料金。対象世帯の家族人数。	
 

調査の概要１ 
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契約種別 

契約アンペア数 

使用電力量 

電気料金 

4．有効回答数：１１６世帯	
 
5．回答エリア：東京電力（八丈島を含む）、東北電力、中部電力、北陸電力、関西電力	
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回答者１１６世帯の概要 
≪世帯人数≫（有効回答数：１１０世帯	
 ）	
 
1.  １人家族　　２０世帯　（１８.２％）	
 
2.  ２人家族　　４７世帯　（４２.７％）	
 
3.  ３人家族　　２５世帯　（２２.７％）	
 
4.  ４人家族　　１０世帯　　（９.１％）　	
 
5.  ５人家族　　　５世帯　　（４.５％）	
 
6.  ６人家族　　　３世帯　　（２.７％）	
 

≪契約電力メニュー≫	
 
1.  １０㌂	
 から	
 ６０㌂	
 の	
 従量電灯Ｂ	
 契約世帯　　	
 ：１０１世帯　（８７％）	
 
2.  ７０㌂	
 から	
 ３００㌂	
 のその他のプラン契約世帯	
 ：　１５世帯　（１３％）	
 

≪居住地域≫	
 
1.  東京電力管内：１１２世帯（八丈島：２１世帯を含む）	
 
2.  東北電力管内：　　１世帯	
 
3.  中部電力管内：　　１世帯	
 
4.  北陸電力管内：　　１世帯	
 
5.  関西電力管内：　　１世帯 

調査の概要２ 
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２０１６年１月検針による契約アンペア数及び使用電力量と支払額、世帯人数などから 
見えたことを以下にまとめました。 

1.  契約アンペア別の世帯数 

2.  契約アンペア別の電力の平均・最小・最大使用量 

3.  世帯人数別の平均使用電力量と支払額 

4.  従量電灯Ｂ契約世帯のアンペア別使用電力量と支払額 

5.  従量電灯Ｂ契約世帯の契約アンペア別の電力購入単価の最小と最大 

6.  電力１kWh単価の低い世帯と高い世帯 

7.  契約アンペア別の使用電力量の東京電力管内平均との比較（従量電灯Ｂ） 

8.  世帯人数別の１ヶ月あたりの支払額の全国平均との比較	
 

調査から見えたこと 
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１１６世帯の契約アンペア別世帯数は、２０㌂：２世帯（１.７％）、３０㌂：２６世帯
（２２.４％）、４０㌂：３４世帯（２９.３％）、５０㌂：１４世帯（１２.１％）、　　
６０㌂：２５世帯（２１.６％）と、一般世帯向けの「従量電灯Ｂ（１０～６０㌂ ）」　
契約の世帯が、全体の約８７％を占めています。 

5 

2	
  

26	
  

34	
  

14	
  

25	
  

1	
   2	
   1	
  
3	
   2	
   1	
  

3	
   2	
  

0	
  

5	
  

10	
  

15	
  

20	
  

25	
  

30	
  

35	
  

40	
  

1	
   2	
   3	
   4	
   5	
   6	
   7	
   8	
   9	
   10	
   11	
   12	
   13	
  

世帯数（n=116） 
（世帯） 

 20A　  30A　  40A　  50A　   60A　  70A      80A      90A     100A     120A    130A    150A    300A 
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　契約アンペア 

１．契約アンペア別の世帯数 

世 
帯 
数 



１１６世帯の月平均使用電力量は５１３.４kWhでした。 
一覧のグラフから、各アンペアで最小使用量と最大使用量の差は大きく、使用量の少ない
家庭では契約アンペアを見直すことが出来そうです。具体的には、６０㌂契約までの最小
使用量の家庭では２０㌂契約程度に下げられそうですし、また、６０㌂世帯の最大使用量
が１,１９７kWhであることから１２０㌂契約までの家庭では６０㌂に下げることができ
ることがわかります。 

1	
   2	
   3	
   4	
   5	
   6	
   7	
   8	
   9	
   10	
   11	
   12	
   13	
  

平均使用電力量（kWh） 149	
   274	
   417	
   478	
   634	
   1052	
   524	
   1653	
   567	
   644	
   3798	
   1463	
   242	
  

最小使用電力量（kWh） 119	
   41	
   40	
   204	
   114	
   1052	
   387	
   1653	
   147	
   436	
   3798	
   594	
   193	
  

最大使用電力量（kWh） 178	
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   1022	
   1197	
   1052	
   661	
   1653	
   873	
   852	
   3798	
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＊70A、90A、130Aは１世帯のため平均、最小、最大が同一となっています 



（kWh） 

今回の調査では、世帯人数が同じ場合、従量電灯Ｂ（１０～６０㌂ ）契約（９９世帯）
に比べ、７０アンペア以上の契約（１１世帯）の平均使用電力量と平均支払額は多く 
なっています。 
使用電力量で見ると、２人世帯で１.８倍、３人世帯では１.７倍、５人世帯では２.８倍の
電力を消費しています。 
平均支払額でも７０アンペア以上の世帯は２人世帯で１.９倍、３人世帯では１.３倍、　
５人世帯では３.２倍の支払いになっています。 

1	
   2	
   3	
   4	
   5	
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7,726円 10,434円 17,750円 12,743円 18,235円 12,908円 

19,526円 23,427円	
   58,428円	
  

世帯人数 

３．世帯人数別１１０世帯の平均使用電力量と支払額 
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使用電力量の平均は２０㌂世帯で１４９kWh、３０㌂世帯で２７４kWh、４０㌂世帯で　
４１７kWh、５０㌂世帯で４７８kWh、６０㌂世帯で６３４kWhと、契約アンペア数の　
増加に伴い使用電力量も増加しています。 

支払金額の平均は２０㌂世帯で約３,５６０円、３０㌂世帯は７,０２０円、４０㌂世帯で
約１１,５８０円、５０㌂世帯は約１３,７２０円、６０㌂世帯は約１７,３８０円となって
います。 
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４．従量電灯Ｂ契約１０１世帯のアンペア別使用電力量と支払額 
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契約アンペア数と使用電力量のバランスで、単価に大きな違いがありました。 
購入電力の最小単価と最大単価には３０㌂では約２倍、４０㌂では約１.８倍、５０㌂で　
約１.５倍、６０㌂では約１.８倍の価格差があります。 
単価の高い家庭は使用電力量に見合ったアンペア契約をしていないことが考えられます。 

1	
   2	
   3	
   4	
   5	
  

最小単価（円） 23.5	
   18.9	
   25.7	
   22.1	
   20.7	
  

最大単価（円） 24.2	
   38.5	
   45.8	
   32.2	
   37	
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５．従量電灯Ｂ契約１０１世帯の	
  
契約アンペア別の電力購入単価の最小と最大 
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単価の低い世帯は、１００㌂以上の大容量の契約をし割安メニューを選択していると思わ
れる世帯と、従量電灯Ｂ契約で使用量に見合ったアンペア契約をしている効率の良い使い
方の世帯と見受けられます。 

電気を高く購入している世帯の特徴は、使用する電力量に比べて契約アンペア数が大きい
ことが挙げられます。 

1kWh単価の低い世帯 Best 10 1kWh単価の高い世帯 Best 10 

６．電気１kWh単価の低い世帯と高い世帯 

順位 １kWh単価
（円） 

契約アンペ
ア（Ａ） 

電力量
（kWh） 支払額(円)	


家族数
（人） 

1	
 45.8 	
 40	
 40	
 1,831 	
 2	


2	
 39.6 	
 100	
 147	
 5,816 	
 3	


3	
 38.5 	
 30	
 41	
 1,578 	
 1	


4	
 37.0 	
 60	
 780	
 28,831 	
 5	


5	
 33.9 	
 30	
 53	
 1,797 	
 1	


6	
 33.6 	
 60	
 114	
 3,828 	
 1	


7	
 33.0 	
 120	
 436	
 14,369 	
 2	


8	
 32.2 	
 50	
 515	
 16,608 	
 6	


9	
 32.0 	
 60	
 136	
 4,355 	
 2	


10	
 31.3 	
 120	
 852	
 26,704 	
 2	


順位 １kWh単価
（円） 

契約アンペ
ア（Ａ） 

電力量
（kWh） 支払額(円)	


家族数
（人） 

1	
 11.1 	
 130	
 3,798 	
 42,018 	
 不明 

2	
 12.9 	
 150	
 594 	
 7,638 	
 不明 

3	
 17.0 	
 300	
 193 	
 3,288 	
 不明 

4	
 18.5 	
 90	
 1,653 	
 30,550 	
 3	


5	
 18.9 	
 30	
 399 	
 7,532 	
 6	


6	
 20.7 	
 60	
 1,197 	
 24,743 	
 3	


7	
 20.9 	
 100	
 873 	
 18,229 	
 2	


8	
 20.9 	
 60	
 801 	
 16,774 	
 2	


9	
 21.1 	
 60	
 1,114 	
 23,498 	
 5	


10	
 21.2 	
 30	
 624 	
 13,200 	
 4	




東京電力の資料より、従量電灯Ｂ契約１０１世帯のアンペア別の平均電力使用量と東京 
電力管内（首都圏）の平均電力使用量を比べてみました。 
同年同月の比較ではありませんが、２０㌂世帯については主婦連調査世帯の使用電力量は　
首都圏平均より若干少なめですが、３０㌂以上の世帯では首都圏平均より主婦連調査世帯
の使用量が多くなっています。 

1	
   2	
   3	
   4	
   5	
  

主婦連・平均使用量（kWh） 149	
   274	
   417	
   478	
   634	
  

東京電力・平均使用量（kWh） 160	
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   450	
   540	
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７．契約アンペア別使用電力量の東京電力管内平均との比較	
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＊東京電力データの出典：東京電力「認可料金の概要について（平成24年7月）」 



総務省統計局の２０１４年データによる１ヶ月の世帯人数別平均電気料金と、今回の調査
結果（世帯人数のわかる１１０世帯）を比較しました。同年同月の比較ではありませんが、
主婦連調査による支払額が、６人家族を除いて全体的に高額となっています。 

1	
   2	
   3	
   4	
   5	
   6	
  

主婦連・支払額(円)	
   7726	
   11594	
   18659	
   12743	
   26273	
   12908	
  

全国平均支払額(円)	
   5565	
   9830	
   11406	
   12152	
   13512	
   16663	
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＊全国データの出典：価格.com「総務省統計局の統計調査報告（2014年）より作成」 



参考：アンペア数の決め方 
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出典：エネチェンジ 電気製品は、時間差を
つけて使用することが、
アンペア数を小さくす
る方策とされています。 

一般家庭で常時使用し
ている電話機やテレビ、
冷蔵庫等のために概ね
１０㌂をベースとして、
その他の電気製品をど
のように使うのかが、
アンペア数の決め方に
影響します。 

基本は消費電力の高い
電気製品を同時に使わ
ないことにあります。 



参考：環境にやさしい電力会社リスト 

クリーン度が高い企業 
出典：グリンピースジャパンホームページ 
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私たちは価格だけで商品を選ぶでしょうか？ 
環境負荷の少ない発電をしている会社のリストが出ています。 



参考：電気料金表の構成とその見方 
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出典：資源エネルギー庁 資料 

電気料金 

基本料金 

電力量 
料金 

燃料費 
調整額 

再エネ発電 
賦課金 



参考：関西と関東で異なる料金体系 
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電力料金の体系は「基本料金」と「最低料金」の二つに分かれています。 
「最低料金」体系をとる関西電力などは、契約アンペアに関係なく使っただけの電気料金を 
支払うのに対して、「基本料金」体系をとる東京電力などは、契約アンペアによって基本 
料金が異なります。関西電力の場合「最低料金」は320円25銭で15kWh迄の電力量料金が 
含まれています。消費者からみると原則的には①使用電力量の少ない家庭であれば「最低料金」 
②電力使用量の多い家庭なら「基本料金」の会社のほうが割安となるそうです。 



電力の小売全面自由化によって、消費者が電気を選べる時代になりました。 
電力会社が地域独占だったこともあって、私たちには契約アンペアや電気料金を
「選ぶ」という考えがありませんでした。「契約アンペア」とは、私たちが電力　
会社に対して、我家で同時に使う最大電力の申告であり、いわば最大購入量の 
予約行為です。 

今回の調べで、同じ品質の電気を購入しているにもかかわらず、価格差がかなり
あること、契約アンペアを見直すことで電気料金を下げることが可能な世帯が 
多数あることがわかりました。 
冷蔵庫やエアコンといった電気製品は省エネ化が進み消費電力が低減しているの
に、家庭での契約アンペア見直しには結びついていないようです。 
また、単価が安い世帯の中には、オール電化等のメニューを選択していて、契約 
アンペア・使用電力量共に多い世帯もありました。価格が安いからといって電気
を多く使えば、発電には天然ガス・石炭・石油といった燃料を使うわけですから、
環境への負荷は大きくなってしまいます。 

「電力自由化」は、単に電力小売事業者が新規参入してビジネスを展開すると 
いうことだけではありません。私たち消費者が、この機会を通して生活に必要な 
電気を考えて選択していくことが、いまだに福島原発事故の収束が見えない中で、
原発に依存しない社会を目指すことにもつながるのではないでしょうか。 
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